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実験には雄性 Wistar ラットを用いた。動物を Zamboni 固定液にて灌流固定し，各サンプルを採取後，
凍結切片を作製し，ABC 法を用いた免疫組織化学染色，calcitonin gene-related peptide (CGRP) との
蛍光二重染色，逆行性トレーサーであるフルオロゴールドを用いた感覚神経細胞の標識を行い，光学
顕微鏡，或いは蛍光顕微鏡にて観察・分析を行った。
三叉神経節においては 42.6％の感覚神経細胞に SCN2B 陽性反応がみられ，それらの大きさは，小型
から大型まで様々であった。顔面皮膚や口腔粘膜においては，小体終末に SCN2B 陽性が認められたが，
SCN2B を含む自由神経終末はほとんどみられなかった。また味蕾，歯髄，筋紡錘，大唾液腺において
も，SCN2B 陽性神経線維が観察された。CGRP との蛍光二重染色では，三叉神経節の SCN2B 陽性神
経細胞のうち約 40％に CGRP 陽性反応がみられたが，顔面皮膚や口腔粘膜において CGRP と SCN2B
を共発現する神経線維はごくわずかであった。逆行性トレーサーを用いた感覚神経細胞標識では，顔
面皮膚を支配する神経細胞の 60.4％，歯髄を支配する神経細胞の 85.3％に SCN2B 陽性反応がみられ
た。またこの SCN2B 陽性神経細胞のうち，CGRP との共発現を示すものの割合は顔面皮膚・歯髄共に
約 40％であった。脳幹の三叉神経感覚核では，三叉神経尾側亜核深層，棘間亜核，吻側亜核および三
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実験には雄性 Wistar ラットを用いている。動物を Zamboni 固定液にて灌流固定し，各サンプルを
採取後，凍結切片を作製し，ABC 法を用いた免疫組織化学染色，calcitonin gene-related peptide (CGRP)
との蛍光二重染色，逆行性トレーサーであるフルオロゴールドを用いた感覚神経細胞の標識を行い，
光学顕微鏡，或いは蛍光顕微鏡にて観察・分析を行っている。
その結果，①三叉神経節においては 42.6％の感覚神経細胞に SCN2B 陽性反応がみられ，それらの大
きさは，小型から大型まで様々であった，②顔面皮膚や口腔粘膜においては，小体終末に SCN2B 陽性
が認められたが，SCN2B を含む自由神経終末はほとんどみられなかった，③味蕾，歯髄，筋紡錘，大
唾液腺においても，SCN2B 陽性神経線維が観察されたことを報告している。また，④ CGRP との蛍光
二重染色では，三叉神経節の SCN2B 陽性神経細胞のうち約 40％に CGRP 陽性反応がみられたが，顔
面皮膚や口腔粘膜において CGRP と SCN2B を共発現する神経線維はごくわずかであったこと，⑤逆
行性トレーサーを用いた感覚神経細胞標識では，顔面皮膚を支配する神経細胞の 60.4％，歯髄を支配









口腔顔面領域において SCN2B を含む自由神経終末は非常に希で，SCN2B と CGRP の共存はほとんど
観察されないと結論づけている。また，三叉神経尾側亜核表層における神経網には SCN2B の反応が認
められなかったが，このサブユニットが三叉神経節における小型の神経細胞にも分布し，それらの細
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胞体においては CGRP との共存が観察されたことから脊髄神経系と同様に侵害受容伝達に関与してい
る可能性を示唆している。
以上のことから，本論文は，三叉神経における知覚伝達のメカニズムに関する理解を大きく前進さ
せるものと評価でき，臨床的にも大きな意義があると判断される。よって本論文は博士（歯学）の学
位授与に値するものと認める。
